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研究成果の概要（和文）： 

（１）ゲーテ自然学の基調を「生命原理」として考察したうえで、それを近代のドイツ精神史、

とりわけ自然観の歴史の文脈のうちに位置づけた。 

（２）現代自然科学、ことに「生命科学」との連関からゲーテ自然学の今日的な意義を究明し

た。 

（３）ゲーテ的自然（根源的自然）が人間形成にとって有する意味を、教育現象学、現代存在

論、西田哲学等の視点から教育学的に探究した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

（１）We supposed the basis of the Goethe’s natural science as the‘life-principle’, and 

elucidated it in the context of the modern German intellectual history, especially the 

history of the nature-understanding. 

（２）In relation to the modern natural science, especially the‘life-science’, we clarified the 

meaning of the Goethe’s natural science for it. 

（３）Pedagogically, we inquired the meaning of the Goethe’s nature-thought (Urnatur) for 

the human formation, on the viewpoint of the phenomenological pedagogy, the 

modern ontology and the Nishida’s philosophy. 
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１．研究開始当初の背景 

自然理解に基づく人間形成観は、教育学の
歴史において古くから展開されており、たと
えばルソー、ペスタロッチ、フレーベルらの、
いわゆる「合自然的」な教育思想にその典型

を認めることができる。この教育思想に関す
る研究が国内・国外で盛んに行われてきたこ
とは言うまでもない。しかし、「自然と教育」
をめぐる思索とゲーテ自然学との接点、すな
わち、形姿の生動的変化としての「形成（教
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養）」の原理、根源的自然にそなわる「治癒
力」の問題、根源現象からみた自然／文化／
教育の関係、等々については、いまだ十分な
解明が与えられていない。こうした状況をも
ふまえつつ、われわれは、1988 年に「仙台
ゲーテ自然学研究会」（本部：東北大学大学
院教育学研究科・笹田研究室、会員：研究代
表者・研究分担者・研究協力者ほか）を創設
した。そしてこれまで、ゲーテ自然学に関連
した諸文献の研究、ゲーテ研究者（ドイツ）
を招いての講演会の開催、機関誌『プロテウ
ス－自然と形成－』の刊行（1993 年に創刊
し、現在まで 13 号刊行）、論文集『多元的文
化の論理－新たな文化学の創生へ向けて－』
（東北大学出版会、2005 年、研究代表者及
び研究分担者は第三章「人間形成の論理」を
担当）の出版、カールスルーエ教育大学（ド
イツ）との学術交流等、さまざまな研究活動
によって多大な研究成果を上げてきた。今回
は「自然と教育」というテーマのもとに会員
が結集し、学際的なプロジェクトを遂行する
に至った次第である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、ゲーテ自然学に基づいて自然と
教育（人間形成）とのダイナミックな関係を
追究していくことを目的とした。環境汚染、
生態系破壊、地球温暖化、自然災害等の問題
により、自然のなかでの人間の位置が根底か
ら問われ、持続可能な社会が模索されている
今日、近代のいわゆる「機械論的」な自然観
を反省し、それによって新たな自然理解への
視座を切り開くことは、すべての学問研究に
負わされた喫緊の課題の一つである。本研究
は、この課題を実現するための有力なてがか
りをゲーテ自然学のうちに見ていった。そし
てゲーテ的自然、すなわち根源的自然が人間
形成にとって有する意味を、教育学（人間形
成論）、ドイツ文学、哲学、自然科学等の視
点から多角的・重層的に探究し、「根源現象」
としての自然と教育との関係、さらにはその
関係の生動性にアプローチした。 

 

３．研究の方法 

（１）ゲーテ自然学及び関連領域（教育学・
教育思想、近代ドイツ精神史、近・現
代の哲学、近・現代の自然科学）の文
献調査・読解 

（２）海外（ドイツ）での研究討議・実地調
査 

（３）毎月開催される研究会での討議 

 

４．研究成果 

（１）課題①（ゲーテ自然学の生命原理につ
いての考察、その歴史的位置づけ）に

関しては、ゲーテ自然学の基調として
の生命原理の本質を人間形成論の視
座から考察し［研究分担者：土橋寶］、
ゲーテ、カント、シラー、ルソーを中
心として 18 世紀の自然観を探究し
［研究分担者：松山雄三、佐藤安功、
池尾恭一］、さらに、ゲーテ、ニーチ
ェを中心として「自然と形成」の思想
を考究した［研究分担者：相澤伸幸］。 

（２）課題②（ゲーテ自然学と生命科学との
連関の考察）に関しては、ゲーテ自然
学（とりわけ植物学）とそれにかかわ
る近・現代自然科学の文献を調査・読
解し、またゲーテ自然学と密接に関連
した「クラインガルテン」（ドイツ）
を調査・研究した［研究分担者：金浜
耕基］。 

（３）課題③（ゲーテ自然学の人間形成論的
意義の考察）に関しては、教育現象学、
現代存在論（ハイデガー、ロムバッハ）、
西田哲学等の視点から自然／教育（人
間形成）の関係を再考し、ゲーテ自然
学の教育学的な意義にアプローチし
た［研究代表者：笹田博通、研究分担
者：齋藤雅俊］。 

（４）各課題に関する研究成果を『プロテウ
ス－自然と形成－』（仙台ゲーテ自然
学研究会機関誌）での論文発表、「日
本ヘルダー学会」でのシンポジウム
（「ゲーテ自然学の周辺と人間形成観
の現在」）、科研費研究成果報告書（『自
然と教育－ゲーテ自然学の周辺と人
間形成観の現在－』）での論文発表等
の形式において公表した。 
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